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導入は１５５都市 

コンパクトシテイーへの流れ 
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■２月２１日に開催されたＲＡＣＤＡゼミの内容を

速報する。日本でのＬＲＴ第一人者、名古屋の服部重

敬さんの講演だ。世界で新規にＬＲＴ＝ライトレール

トランジットを建設した都市は、昨年末で１５５都市

にものぼるという。また世界で路面電車の走る都市は

４００を超えている。 

 
■昨年１年のＬＲＴ新規開業都市は以下のリストの

様に、フランスなどヨーロッパ諸国の導入が一段落し、 

オーストラリアの保養地・ゴールドコーストやアラブ

首長国連合のドバイ、中国の３都市などが注目される。 

 

 
 

 

 

 

 

■さらに２０１５年の開業予定を見ると、アメリカの

５都市、中南米の６都市、中国の６都市が注目される。

いよいよ中国では大気汚染対策やエネルギー問題の

解決策として、ＬＲＴ建設が本格化していく。南米の

ブラジルでは、クリチバのＢＲＴ＝バス・ラピッド・

トランジットが有名だが、サンパウロ、リオ、サント

スなどの大都市でもＬＲＴの建設が始まった。 

■中国では 4,000km のＬＲＴ建設を計画、うち 2020

年までに 2,000kmを建設。車両を提供する中国南車は

シーメンス（株洲）、ボンバルディア（南京浦鎮）、ス

コダ（青島四方）、中国北車はアンサルド・ブレダ（大

連）と提携。またボンバルディア・Primove、アルス

トム・APS、アンサルド・ＳＴＳなど、最新の架線レ

スシステムを採用。海外への車両輸出の実績（トル

コ・サムスン,エチオピア・アジス・アベバ）もかな

り出てきている。ＬＲＴは中国の国策になっている。 

 
 

 

 

国 都市名 開業日 距離 システム

英国 エジンバラ 2014.5.31 13.5 LRT

オーストラリア ゴールドコースト 2014.7.21 13 ＬＲＴ

アメリカ ツーソン 2014.7.25 6.2 ＳＣ

スペイン マラガ 2014.7.30 6.7 ライト・メトロ

中国 南京(加西） 2014.8.1 7.8 ＬＲＴ

ブザンソン 2014.8.30 14.5 ＬＲＴ

オーバーニュ 2014.9.1 2.7 ＳＣ

中国 蘇州 2014.10.26 18.1 ＬＲＴ

UAE ドバイ 2014.11.11 10.6 ＬＲＴ

アメリカ アトランタ 2014.12.30 4.3 ＳＣ

中国 広州（海珠） 2014.12.31 7.7 ＬＲＴ
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★高雄  9月にスペインから車両が到着(CAF・URBOS） 

  2015年秋に 8.7km（全計画 22.1km）の路線開業 

  スーパーキャパシタ搭載による架線レス運行 

★台北・新北（淡水区）で 10月着工 2017年開業 

 
★ワシントン DC路線長 3.9km2015年春開業予定 

■アメリカでは、ポートランドが郊外都市とのハイウ

ェイの建設の代わりにＬＲＴを導入したのち、都心に

環状の路面電車を建設した例が、最近になって都心に

トラム＝路面電車を導入する例が、ツーソン、アトラ

ンタなどで出てきており、今年はワシントンでも導入

される。 

■このように都市計画に基づくＬＲＴの導入は、ヨー

ロッパで一段落し、アメリカでの導入は加速している。

日本のＬＲＴは、中国、台湾、韓国などのアジア諸国

に比べても遅れており、周回遅れどころか２周回遅れ

になっている。しかしアジア諸国の導入は欧米に比べ

て、都市計画・交通計画との整合性の面で、いま一歩

というところもある。欧米並みにＬＲＴを使いこなせ

るかどうかが注目される。ストラスブールのユーロト

ラムの導入以来「かっこいいＬＲＶ（ＬＲＴ用の低床

電車）」が注目を集め、「ＬＲＴ＝ＬＲＶ」という誤解

が生じているのは、日本だけではないようだ。 

■自動車の過度な普及が生む様々な問題を解決する

ために、ＬＲＴは世界に導入されている。一方で日本

の実情を見ると、宮島線を含む広島電鉄が、低床電車

の導入が進んで、ＬＲＴ的条件を一部持っているもの

の、唯一富山が新路線と環状線を実現してＬＲＴへの

歩みを始めたばかりである。地域の総合的交通政策、

交通連合などトータルな政策としてのＬＲＴ導入が

実現した都市は、日本にはまだない。 

 
★フランス・ボルドーの架線レス車両 

■最近の世界の趨勢の一つに、架線レスＬＲＴの導入

がある。フランスのボルドーでは、都市中心部の景観

を守るために、部分的に架線レスを導入した。レール

中央から給電する地上集電方式で、建設費はかなり高

い。フランス・ランス、ＵＡＥのドバイが採用してい

る。ドイツ・ツゥビカウではディーゼルエンジンを積

んで発電し、無電化区間を走る。 

■最新の架線レスは非接触電力伝送システムで、線路

の間に設置された給電線路が高周波電力を磁場に変

え、列車の下に取り付けられた集電モジュールがこれ

を受け、列車が走るのに必要な高電圧電力に変える方

式である。ボンバルディアのプリムーブがそれで、現

在ドイツ・アウグスブルグで実験中だが、バスでは実

用化している例もある。 

■架線レスの部分導入では、バッテリーを積んでいる

場合もある。ＪＲ東日本が烏山線で導入実験中の、リ

チウムイオン電池を積んだハイブリットカーと同様

な例が世界で採用されつつある。またコンデンサーを

積んで短区間を架線レスで走るシステムが、中国・長

春で採用されている。（写真・下） 

 
■このように、世界のＬＲＴは都市数が増加している

だけでなく、最新の技術を導入して進化している。忘

れてならないのは、欧米での導入は、地道な住民合意

と都市計画策定の努力から生まれているということ

だ。近代都市にとって公共交通は必要とのコンセンサ

スの元、その基幹交通としてＬＲＴが導入されている

のであり、ＬＲＴがバスなどを無視して成り立たない

ことは明白だ。 

（文・岡將男、写真図データ・服部重敬） 


